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ﾌｪﾆｯｸｽ計画の背景

■昭和40年代から50年代は、高度経済成長によ

る大量生産、大量消費時代の真っただ中にあり
、首都圏、近畿圏等ではゴミの大量化、悪質化
が、すさまじい勢いで進んでいた。

■大都市圏地域では、土地が高密度に利用され
ているため、最終処分場のための用地を確保す
ることは極めて困難な状況にあり、自治体はあ
ふれるごみの処理対策に頭を悩ませていた。
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■一方、大阪湾圏域の各港湾（神戸港、大阪港、堺泉
北港、尼崎西宮芦屋港）においては、背後の都市の
健全な発展と活動を支えるため、港湾機能及び都
市機能の整備拡充を図る必要から、埋立地による
新たな用地の確保が要請されていた。

廃棄物の海面埋立による広域的処理の

問題がクローズアップ

ﾌｪﾆｯｸｽ計画の背景
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■昭和51年8月 運輸省、広域廃棄物埋立護岸

整備構想発表

■昭和52年8月 厚生省、広域最終処理場計画発表

■昭和53年5月 「首都圏廃棄物対策協議会」

「近畿圏廃棄物対策協議会」の結成

長期・安定的に広域の廃棄物を処理するといった観点

から海面に最終処分場を確保し、埋立てた土地を活用

する「フェニックス計画」の提唱

■昭和56年6月 広域臨海環境整備センター法制定

■昭和57年3月 大阪湾広域臨海環境整備センター設立

ﾌｪﾆｯｸｽ計画の背景
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大阪湾フェニックスセンターの概要
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組 織
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大阪湾フェニックス計画は、近畿の自治体や港湾管理
者が出資する事業であり、近畿圏から発生する廃棄物
の処分を行っています。

フェニックス計画には３つの大きな目的があります。

１． 近畿の2府4県の175市町村の家庭や工場から出てくるごみ、
工事現場などから出てくる土砂などを適正に処分し、大阪湾
圏 域の生活環境の保全を図ること。

２． 港湾の秩序ある整備により、港湾機能の再編・拡充をはかる
こと。

３． 新たな埋立地を活用し、地域の均衡ある発展に寄与するこ
と。

大阪湾フェニックス計画について
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廃棄物を受け入れる区域

※色分けは管理型廃棄物の基地ごとの受入区域を示しています。
（泉大津基地は安定型廃棄物、陸上残土を受け入れています。）

2府4県
175市町村
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埋立処分場
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廃棄物の埋立処分場及び容量
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• 大阪、堺、泉大津、和歌山、姫路、播磨、神戸、尼崎、津名の
9つの基地

搬入基地
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廃棄物の搬入から処分まで
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大阪基地
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運搬船
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埋立状況
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尼崎沖埋立処分場

管理型区画

安定型区画

埋立竣功区画

計画量（千ｍ３） 埋立量（千ｍ３） 進捗率（％）

管理型区画 4,782 4,412 92.3 

安定型区画 11,000 10,668 97.0 

全 体 15,782 15,080 95.6 
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泉大津沖埋立処分場

管理型区画

安定型区画

埋立竣功区画
計画量（千ｍ３） 埋立量（千ｍ３） 進捗率（％）

管理型区画 10,800 10,225 94.7 

安定型区画 20,000 15,868 79.3 

全 体 30,800 26,093 84.7 



OSAKA BAY SIDE PHOENIX PROJECT

神戸沖埋立処分場

計画量（千ｍ３） 埋立量（千ｍ３） 進捗率（％）

管理型区画 15,000 8,238 54.9 
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大阪沖埋立処分場

計画量（千ｍ３） 埋立量（千ｍ３） 進捗率（％）

管理型区画 14,000 0 0.0 
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埋立処分容量と埋立処分量
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搬入基地での環境保全対策
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ﾌｪﾆｯｸｽ計画における環境保全対策ﾌｪﾆｯｸｽ計画における環境保全対策
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廃棄物の搬入にあたって
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●今、私たちができることは、埋立処分場を
できるだけ長く使えるよう3Rなどを進め、廃棄
物を減らすなど循環型社会の形成を進めて
いくことが重要です。

●今後の新たな処分場計画について、国や
関係自治体とともに検討をはじめていきます。

●センターとしてもゴミの減量化などの環境啓
発活動を進めていくとともに、埋立処分場周辺
海域の環境改善や環境創造に取り組んでい
きます。

おわりに


